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1. 総論�
（1） 基本⽅針�

本計画鱴，⼤地震等鱳⾃然災害鲉感染症鱳鲃鲘延等鲗鱴鱝鲆鱭鱜鱤突発的鱯経営環境鱳変化鱯鱮不⾜鱳事態鱑発⽣鱜鱫鲇，重要鱯事業鲗
中断鱚鱠鱯鱉，鲃鱤鱴中断鱠鱛鲐鲗得鱯鱔鱯鱨鱤場合鱬鱇鱨鱫鲇可能鱯限鲏短鱉期間鱬復旧鱚鱠鲐鱤鲆鱳⽅針，体制，⼿順等鲗⽰鱞鲇鱳鱬
鱇鲐。�
1 利⽤者鱳安全確保�

当施設鱳利⽤者鱳鱯鱐鱰鱴，相対的鱰体⼒鱑弱鱉利⽤者鲉重症化鳢鲱鲧鱑⾼鱉利⽤者鲇鱉鲐鱘鱭鲗踏鲃鱍，⾃然災害鱑発⽣鱜鱤
場合鱰深刻鱯⼈的被害鱑⽣鱝鲐危険性鱑鱇鲐鱤鲆，『利⽤者鱳安全鲗確保鱞鲐鱘鱭』鱑最⼤鱳役割鱬鱇鲐。鱢鱳鱤鲆，『利⽤者鱳
安全鲗守鲐鱤鲆鱳対策』鱑何鲍鲏鲇重要鱭鱯鲐。�

2 鲭鱅鳋鲱鱳継続�
利⽤者鱳⽣命，⾝体鱳安全，健康鲗守鲐鱤鲆鱰最低限必要鱭鱯鲐機能鲗維持鱞鲐。万⼀，業務鱳縮⼩鲉事業所鱳閉鎖鲗余儀鱯鱔
鱚鲑鲐場合鱬鲇，利⽤者鱽鱳影響鲗極⼒抑鱍鲐鲍鱋事前鱳検討鱑肝要鱬鱇鲐。�

3 職員鱳安全確保�
職員鱳⽣命鲗守鲏，⽣活鱳維持鱰努鲆鲐。�

④� 地域鱽鱳貢献�
� � � 施設鱑無事鱬鱇鲐鱘鱭鲗前提鱰，当施設鱑鲇鱩機能鲗活鱐鱜鱫被災時鱰地域鱽貢献鱞鲐鱘鱭鲇重要鱯役割鱬鱇鲐。�
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�
⾃然災害（地震・⽔災害等）BCP フローチャート 

�
1. 総論  2. 平常時の対応  3. 緊急時の対応  4. 他施設との連携 

（1） 基本⽅針  （1） 建物・設備の安全対策  （１） BCP 発動基準  （１） 連携体制の構築 

（2） 推進体制  ① ⼈が常駐する場所の耐震措置  （２） ⾏動基準  ① 連携先との協議 

（3） リスクの把握  ② 設備の耐震措置  （３） 対応体制  ② 連携協定書の締結 

1 ハザードマップなどの確認  ③ ⽔害対策  （４） 対応拠点  ③ 地域のネットワーク等の構築・参画 

2 被災想定  （2） 電気が⽌まった場合の対策  （５） 安否確認  （２） 連携対応 

（4） 優先業務の選定  ① ⾃家発電が設置されていない場合  ① 利⽤者の安否確認  ① 事前準備 

1 優先する事業  ② ⾃家発電が設置されている場合  ② 職員の安否確認  ② 利⽤者情報の整備 

2 優先する業務  （3） ガスが⽌まった場合の対策  （６） 職員の参集基準  ③ 共同訓練 

（5） 研修・訓練の実施  （４） ⽔道が⽌まった場合の対策  （７） 施設内外での避難場所・避難⽅法   

BCP の検証・⾒直し  ① 飲料⽔  （８） 重要業務の継続  ５. 地域との連携 

1 研修・訓練の実施  ② ⽣活⽤⽔  （９） 職員の管理（ケア）  （１） 被災時の職員派遣 

2 BCP の検証・⾒直し  （５） 通信が⿇痺した場合の対策  ① 休憩・宿泊場所  （２） 福祉避難所の運営 

  （６） システムが停⽌した場合の対策  ② 勤務シフト  ① 福祉避難所の指定 

  （７） 衛⽣⾯（トイレ等）の対策  （１０） 復旧対応  ② 福祉避難所開設の事前準備 

  ① トイレ対策  ① 破損箇所の確認   

  ② 汚物対策  ② 関係機関連絡先⼀覧の整備   

  （８） 必要品の備蓄  ③ 情報発信   

  ① 在庫量，必要量の確認     

  （９）資⾦⼿当     
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�
（2） 推進体制�

役職�/�担当者� 対策本部鱰鱏鱖鲐職務（権限・役割）�

代表取締役� ：� 瀨⼾⼝� ⼤翼� 対策本部⻑� ・� 対策本部組織鱳統括，全体統括�
・� 緊急対応鱰関鱞鲐意思決定�

鱘鱔鱻管理者� ：� 冨⽥� 奈央� � 事務局⻑�
・� 対策本部⻑鱳鲭鳕鱅鳀�
・� 対策本部鱳運営実務鱳統括�
・� 関係各部署鱽鱳指⽰�

鱴鲉鱭管理者� ：� 上井� 有加� 事務局員�
・� 事務局⻑鱳鲭鳕鱅鳀�
・� 関係各部署鱭鱳窓⼝�
・� 社外対応鱳窓⼝�

広報・通信係� 広報・情報班�

・� 社外対応（指定権者）�
・� 医療機関鱭鱳連携�
・� 関係機関，他施設，関連業者鱭鱳連携�
・� 鳓鱅鳘鳒鱅鲰，広報，地域住⺠鱽鱳情報公開�
・� 活動記録鲗鱭鲐�

防災・防犯係� 設備・調達班�
・� 感染防護具鱳管理，調達�
・� 災害事前対策鱳実施�
・� 災害発⽣時鱳物資鱳調達�

各事業所鱳児発管鲃鱤鱴鲭鳋管�
代⾏補佐：⾏事係� 現場責任者�

・� 施設内鱳統括�
・� 保健所，医療機関，受診・相談鲳鳫鲷鱅鱽鱳連絡�
・� 利⽤者，利⽤者家族，職員鱽鱳情報提供・発信�

安全・衛⽣係� 医療・看護班�
・� 感染拡⼤防⽌対策鱰関鱞鲐統括�
・� 感染防⽌鱳策定，教育�
・� 医療鲩鲚�
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�
（3） 鳢鲱鲧鱳把握�

1 鳇鲮鱅鳁鳖鲻鳏等鱳確認�
霧島市鳇鲮鱅鳁鳖鲻鳏鲗参考�
【鱘鱔鱻太陽鱳⼦】�
○ 避難場所�
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【鱴鲉鱭太陽鱳⼦】�
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�
�
【⼼和鱳郷】�

�
※ 鳇鲮鱅鳁鳖鲻鳏類鱴⾒直鱜鱑⾏鲔鲑鲐鱘鱭鱑鱇鲐鱳鱬，定期的鱰確認鱜変更鱚鲑鱫鱉鲑鱵差鱜替鱍鲐。�
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�
2 被害想定（⿅児島県発表：被害鲯鳂鳢鲢鲗参照）�

✧ 震度� ：南海鳀鳡鳍地震� 震度６弱�
✧ 浸⽔・津波� ：沿岸部鱑浸⽔鱜家屋鲉⾃動⾞鲉船舶鱯鱮鱑流出鱞鲐。流出鱜鱤⾃動⾞鱳鳈鲻鲾鳢鱅鲉LPG鳔鳫鳑鱯鱮鱑原
因鱬津波⽕災鱑発⽣鱞鲐。�

✧ 液状化� ：姶良・伊佐地域鱬鱴建物鱳沈下・傾斜被害鲗受鱖，鳖鳫鳓鱅鳣鱳浮鱒上鱑鲏鲉道路鱳変形，噴砂鱑⽣鱝，継続的鱯
居住鲉⽇常⽣活鱑困難鱭鱯鲐。�

 �



【鳡鲜鳍鳡鲜鳫被害想定】�
� 当⽇� ２⽇後� ７⽇後� １鱐⽉後�

電⼒� 被災直後鱰停電�

電柱（電線）被害鱯鱮鱳復旧鱴限定
的鱬鱇鲐。�
需給鳈鳡鳫鲱鱯鱮鱰起因鱜鱤停電
鱴，供給鳅鲻鳀鳧鱅鲧鱳切鲏替鱍鱯
鱮鱰鲍鲏順次解消鱚鲑鲐。�

浸⽔域鱳被害鲗除鱒，電柱（電線）
被害鱯鱮鱳復旧鱑進鲄概鱲完了鱞
鲐。�

�

鲤鲱�

○� LP鲤鲱�
安全装置鱰鲍鲏⼀時停⽌。異常鱑鱯
鱉箇所鱐鲎順次復旧鱞鲐。�
○� 都市鲤鲱�
⼩⼝鲤鲱導管鱳被災鲉安全装置鱰鲍
鲏県全体鱳機能停⽌鱳影響⼾鱴
2,300⼾鱭鱯鲐。�

安全装置鱰鲍鲏停⽌鱜鱤鲠鳢鲚鱳安
全点検後鱳復旧鱰鲍鲏，供給停⽌鱑
徐々鱰解消鱚鲑鱫鱉鱔鱑，被災鱜鱤
鲤鲱導管鱯鱮鱳復旧鱴限定的鱬鱇
鲏，鲀鱭鲘鱮進展鱜鱯鱉。�

安全措置鱰鲍鲏停⽌鱜鱤鲠鳢鲚鱳安
全点検鲉鲤鲱導管鱯鱮鱳復旧鱰鲍
鲏，供給停⽌鱑徐々鱰解消鱚鲑鱫鱉
鱔。�

鲤鲱導管鱳復旧鱴概鱲解消鱞鲐。�
地域全体鱬鱴約９割以上鱳機能⽀障
鱑解消鱞鲐。�

上⽔道� 管路鲉浄⽔場鱯鱮鱳被災鱑発⽣鱞
鲐。霧島市鱴被害鱑最鲇⼤鱒鱉。�

管路被害鱯鱮鱳復旧鱴限定的鱬鱇
鲏，鲀鱭鲘鱮進展鱜鱯鱉。�

管路鱳復旧鱑進鲄断⽔鱑解消鱚鲑鱫
鱉鱔鱑，断⽔⼈⼝鱴⿅児島県全体鱬
約 46,800 ⼈，最鲇被害鱑⼤鱒鱉霧
島市鱬約11,800⼈鱭鱯鲐。�

管路鱳復旧鱴概鱲完了鱞鲐。�
県内鱬約９割鱳断⽔鱑解消鱚鲑鲐。�

下⽔道� 管路鲉鳕鳫鳏場，処理場鱯鱮鱳被災
鲉運転停⽌鱭鱯鲐。�

管路鱳復旧鱑進鲄機能⽀障鱑解消鱚
鲑鱫鱉鱔鱑，管路被害鱯鱮鱳復旧鱴
限定的鱬鱇鲐。�

管路鱳復旧鱑進鲄機能⽀障鱑解消鱚
鲑鱫鱉鱔鱑，津波鱬浸⽔鱜鱤処理場
鱳復旧鱴進鲃鱯鱉。�

浸⽔域以外鱳管路鱳復旧鱴概鱲完了
鱞鲐。�
地域全体鱬鱴約８割鱳機能障害鱑解
消鱚鲑鲐。�

通信�
鱩鱯鱑鲏鱰鱔鱔鱯鲐，鲇鱜鱔鱴，停
電鱰鲍鲏，鲾鳤鳋・鲜鳫鲷鱅鳅鲻
鳀・電話鱯鱮鱳情報通信設備鱑使鱍
鱟情報鱑⼨断鱚鲑鲐。�

電柱（電線）被害鱯鱮鱳復旧鱴限定
的鱬鱇鲐。�
通信量鱑減少鱭鱯鲐鱘鱭鱐鲎，徐々
鱰通信規制鱑緩和鱚鲑，⾳声通話鱑
鱩鱯鱑鲏鲉鱞鱔鱯鲐。�

浸⽔域鱳被害鲗除鱒，電柱（電線）
被害鲉停波基地局鱯鱮鱳復旧鱑進鲄
概鱲完了鱞鲐。�
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�
（4） 優先業務鱳選定�

分類名称� 定義� 業務�
出勤率�

30％�
（発災後 6時間）�

50％�
（発災後 3⽇）�

70％�
（発災後 7⽇）�

90％�
（21 ⽇）�

業務鱳基本⽅針�

⽣命・安全鲗守鲐鱤鲆鱰
費⽤最低限鱳鲭鱅鳋鲱鲗
提供�
徒歩鱬出勤可能者鱬対応�
発災後数⽇，職員鱴施設
泊�

⾷事，排泄鲗中⼼�
鱢鱳他鱴休⽌鲃鱤鱴減�
電気復旧（※）�
道路仮復旧�
被災者出勤不可�

⼀部休⽌鱞鲐鱑�
鲀鲁通常通鲏�
応援者鱳⽀援鱇鲏�

鲀鲁通常通鲏�
⽔道復旧�
鲤鲱鱴 LP鱳想定�

A：継続業務� ・優先的鱰継続鱞鲐業務�
・通常鱭同様鱰継続鱞鱾
鱒業務�

⾷事�
排泄�
医療的鲩鲚�
清拭� 等�

⾷事（災害時鳙鳃鳝鱅，
朝⼣鱳鲄）�
排泄（鲢鳘鲼鲗利⽤）�
医療的鲩鲚（必要最低
限）�

⾷事（災害時鳙鳃鳝鱅，
簡易⾷品）�
排泄（鲀鲁通常通鲏）�
医療的鲩鲚（鲀鲁通常通
鲏）�
清拭�

⾷事（鲀鲁通常通鲏）�
排泄（鲀鲁通常通鲏）�
医療的鲩鲚（鲀鲁通常通
鲏）�
清拭�

⾷事（通常鳙鳃鳝鱅）�
排泄�
医療的鲩鲚（鲀鲁通常通
鲏）�
清拭�

B：追加業務� ・災害復旧・事業継続鱳
観点鱐鲎新鱤鱰発⽣鱞鲐
業務�

【鲜鳫鳍鳡対策】�
電気⽤燃料確保，発電機
鱳点検�
飲料⽔，⽣活⽤⽔鱳確保�
鲤鲱鱳調達�
鱢鱳他物資鱳調達。修理
鱳依頼�
【⼈員対策】�
出勤者鱳確保，鲯鳍鳀調
整�
応援者鱳⼿配，教育�
委託業務鱳提供中⽌鱰対
鱞鲐対応�

�
電気⽤燃料鱳確保，発電
機鱳点検�
飲料⽔，⽣活⽤⽔鱳確保�
鲤鲱鱳調達�
鱢鱳他物資鱳調達。修理
鱳依頼�
�
出勤者鱳確保，鲯鳍鳀調
整�
施設内，法⼈内応援者鱳
⼿配�
⾏政，関連団体等鱽鱳応
援要請�
給⾷，清掃，洗濯業務鱳
⾒直鱜�

�
�
�
飲料⽔，⽣活⽤⽔鱳確保�
鲤鲱鱳調達�
鱢鱳他物資鱳調達。修理
鱳依頼�
�
応援者鱳受⼊，教育�
�
法⼈内鱳⽟突鱒⽀援�
�
⾏政，関連団体等鱽鱳応
援要請�
給⾷，清掃，洗濯業務鱳
⾒直鱜�

�
�
�
飲料⽔，⽣活⽤⽔鱳確保�
鲤鲱鱳調達�
鱢鱳他物資鱳調達。修理
鱳依頼�
�
職員鱳復帰鱰合鲔鱠応援
者鱳縮⼩�
法⼈内鱳⽟突鱒⽀援�
�
⾏政，関連団体等鱽鱳情
報提供�

�
�
�
�
鲤鲱鱳調達�
鱢鱳他物資鱳調達。修理
鱳依頼�
�
職員鱳復帰鱰合鲔鱠応援
者鱳縮⼩�
法⼈内鱳正常化�
�
⾏政，関連団体等鱽鱳情
報提供�

C：削減業務� ・規模，頻度鲗減鲎鱞鱘
鱭鱑可能鱯業務�

機能訓練�
⼝腔鲩鲚�
洗濯�
掃除� 等�

機能訓練（休⽌）�
必要者鱰鱋鱑鱉�
洗濯（休⽌）�
清掃（感染対策鱳鲄）�

機能訓練（褥瘡・拘縮予防）�
必要者鱰鱋鱑鱉�
洗濯（必要最低限）�
清掃（感染対策鱳鲄）�

機能訓練（褥瘡・拘縮予防）�
適宜⼝腔鲩鲚�
洗濯（必要最低限）�
清掃（感染対策鱳鲄）�

機能訓練（鲀鲁通常通鲏）�
⼝腔鲩鲚（鲀鲁通常通鲏）�
洗濯（鲀鲁通常通鲏）�
清掃（鲀鲁通常通鲏）�

D：休⽌業務� ・上記以外鱳業務� � � � � �

�
�

（5） 研修・訓練鱳実施�
1 ⼊職時研修：⼊職時鱰，BCP鱳概念鲉必要性，感染症鱰関鱞鲐情報鲗説明鱞鲐。�
2 BCP研修（全員鲗対象）：毎年４⽉鱰，BCP鱳概念鲉必要性，感染症鱰関鱞鲐情報鲗説明鱞鲐。�
3 以下鱳訓練（鲯鳗鳝鳤鱅鲯鳟鳫）鲗実施�
・� 感染者鱳発⽣鲗想定鱜，BCP鱰基鱪鱒，役割分担，実施⼿順，⼈員鱳代替鱍，物資調達⽅法鱳確認鱯鱮鲗机上鱬確認鱞鲐。�

�
（6） BCP鱳検証・⾒直鱜�

1 以下鱳訓練鲗定期的鱰⾏鱉，BCP鲗⾒直鱞。�
・� BCP鱰関連鱜鱤最新鱳動向鲗把握鱜，BCP鲗⾒直鱞。�
・� 教育鲗通鱝鱫得鱤疑問点鲉改善鱞鱾鱒点鱰鱩鱉鱫BCP鲗⾒直鱞。�
・� 訓練鱳実施鱰鲍鲏判明鱜鱤新鱤鱯課題鱭，鱢鱳解決⽅法鲗BCP鱰反映鱚鱠鲐。�



�
�
２.� 平常時鱳対応�
（1） 建物・設備鱳安全対策�

� ⼈鱑常駐鱞鲐場所鱳耐震措置� 設備鱳耐震措置（安全対策）�

放課後等鲿鲜鲭鱅鳋鲱� 鱘鱔鱻太陽鱳⼦�

● 平成３０年築鱳鱤鲆耐震性鲗有鱜鱫鱉
鲐。�

● 本棚鲉鲥鳛鳋鳅鲻鳀等鱴鳔鳣鳀鱯鱮鱰
鲍鲐固定具鲗使⽤。�

● 共有鲱鳒鱅鲱・事務所鱯鱮，職員，利
⽤者鱑利⽤鱞鲐鲱鳒鱅鲱鱬鱴，設備・
什器類鱰転倒・転落・破損等鱳防⽌措
置鲗講鱝鲐。�

● 不安定鱰物品鲗積鲄上鱗鱟，⽇頃鱐鲎
整理整頓鲗⾏鱉，転落鲗防鱕。�

● 破損鱜鱫⾶散鱜鱤場合鱰特鱰留意鱑必
要鱯箇所鲉避難経路鱰鱴⾶散防⽌鳍鲛
鳣鳘鱯鱮鱳措置鲗講鱝鲐。�

● 消化器等鱳設備点検及鱸収納場所鱳確
認鲗⾏鱋。�

放課後等鲿鲜鲭鱅鳋鲱� 鱴鲉鱭太陽鱳⼦� ● �

就労継続⽀援B型事業所� ⼼和鱳郷� ● 平成２７年築鱳鱤鲆耐震性鲗有鱜鱫鱉
鲐。�

�
【⽔害対策鱳鲹鲟鲻鲧】�

対象� 対応策� 備考�
浸⽔鱰鲍鲐危険性鱳確認�

毎⽉鱳環境整備期間鱰点検鲗実施。�

�
外壁鱰鱷鱸割鲑，⽋損，膨鲎鲄鱴鱯鱉鱐� �
暴⾵鱰鲍鲐危険性鱳確認� �
外壁鱳留鲆⾦具鱰錆鲉緩鲄鱴鱯鱉鱐� �
屋根材鲉留鲆⾦具鱰鱷鱸鲉錆鱴鱯鱉鱐� �
窓鲤鳡鲱鱰⾶散防⽌鳍鲛鳣鳘鲗貼付鱜鱫鱉
鲐鱐，破損鱴鱯鱉鱐�

�

周囲鱰倒鲑鱢鱋鱯樹⽊鲉⾶散鱜鱢鱋鱯鲇鱳
鱴鱯鱉鱐�

�

� � �
� � �
�
�



�
（2） 電気鱑⽌鲃鱨鱤場合鱳対策�

・� 電気鱯鱜鱬鲇使鱍鲐代替品（乾電池鲉⼿動鱬稼働鱞鲐鲇鱳）鱳準備�
・� ⾃動⾞鱳鳈鲻鲾鳢鱅鲗活⽤鱞鲐鱘鱭鲇有⽤�
�
�
�

�
�

�
�
�

（3） 鲤鲱鱑⽌鲃鱨鱤場合鱳対策�
稼働鱚鱠鲐鱾鱒設備� 代替策�

暖房器具� 湯鱤鲘鲂，⽑布，使鱉捨鱫鲣鲜鳥，灯油鲱鳀鱅鳎�
調理器具� 鲣鲳鲻鳀鲫鳫鳥，鳓鲻鳀鳏鳤鱅鳀�
� �

�
（4） ⽔道鱑⽌鲃鱨鱤場合鱳対策�

1 飲料⽔�
・� ⼀般⼈鱑１⽇鱰必要鱭鱞鲐飲料⽔鱴1.5ℓ〜3.0ℓ程度鱬鱇鲐鱘鱭鱐鲎，利⽤者鱭職員鲗合鲔鱠鱤15名分 30ℓ鲗備蓄鱞鲐。�
・� 飲料⽔鱳備蓄鱴消費期限鲗確認鱜，買鱉換鱍鲐鱯鱮鱳定期的鱯鳙鳫鲾鳂鳫鲱鱑必要。�

2 ⽣活⽤⽔�
・� ⽣活⽤⽔鱳多鱔鱴「鳀鲜鳤」「⾷事」鱬利⽤鱚鲑，対策鱭鱜鱫「⽔鲗使鲔鱯鱉代替⼿段鱳準備」鱑基本鱬鱇鲐。�
・� 「鳀鲜鳤」鱬鱇鲑鱵簡易鳀鲜鳤鲉鲢鳘鲼鱳使⽤，「⾷事」鱬鱇鲑鱵紙⽫・紙鲫鲻鳏鱳使⽤鱯鱮鱑代表的鱯⼿段鱬鱇鲐。�
・� 消費期限鱑過鱓鱤飲料⽔鲗⽣活⽤⽔鱭鱜鱫保管鱞鲐。�

�
（5） 通信鱑⿇痺鱜鱤場合鱳対策�

⚪ 被災時鱴固定電話鲉携帯電話鱑使⽤鱬鱒鱯鱔鱯鲐可能性鱑鱇鲐鱤鲆，複数鱳連絡⼿段鱬関係機関鱭連絡鱑鱭鲑鲐鲍鱋鱰準備鱜鱫鱏
鱔。�

⚪ 整備鱜鱤緊急連絡網鱴鱉鱛鱭鱉鱋鱭鱒鱰活⽤鱬鱒鲐鲍鱋，定期的鱰鳙鳫鲾鳂鳫鲱鲗⾏鱋。�
⚪ 被災地鱬鱴電話鱑鱩鱯鱑鲏鱰鱔鱔鱯鲐鱤鲆，同鱝被災地域鱰鱉鲐⼈同⼠鱑連絡鲗鱭鲒鱋鱭鱜鱫鲇，連絡鱑鱭鲏鱪鲎鱔鱯鲐鱘鱭鱑鱇

鲐。鱢鱋鱉鱨鱤際鱰鱴，例鱍鱵遠⽅鱳交流鱳鱇鲐施設鱯鱮鲗中継点鱭鱜，職員・施設鱑互鱉鱰連絡鲗⼊鲑鲐鱯鱮，安否情報鲉伝⾔
鱯鱮鲗離鲑鱤地域鱰鱉鲐鱭鱘鲒鱰預鱖，鱢鱘鱰情報鱑集鲃鲐鲍鱋鱰鱜鱫鱏鱔（三⾓連絡法）。�

〈各種通信⼿段鱳概要〉�
� ・� 衛星電話�

⼈⼯衛星鲗利⽤鱜鱤電話鱬，衛星鱰直接鲚鲧鲳鲱鱜鱫通話鱞鲐鱤鲆，地上鱳通信設備鱳故障鲇鱜鱔鱴輻輳鱳影響鲗受鱖鱯鱉。⼀
般回線鱳電話鱰鲇架電可能。鱤鱥鱜，使⽤鱰鱇鱤鱨鱫鱴事前鱰練習鱞鲐鱯鱮習熟鱜鱫鱏鱔鱘鱭鱑必要鱬鱇鲐。�

【稼働させるべき設備】 
○ 情報機器  ： パソコン，テレビ，インターネット等 
○ 冷蔵庫，冷凍庫 ： 夏場は暑さ対策として保冷剤等を用意 
○ 照明器具，冷暖房器具 ： 懐中電灯，乾電池を用意 



� ・� 災害時優先電話�
� � � 災害時鱰被災地域鱐鲎発信規制鱑鱐鱖鲎鲑鱯鱉電話鱬，輻輳鱳可能性鱑低鱉鲇鱳。利⽤鱰鱇鱤鱨鱫鱴，電気通信事業者鱽鱳事前
鱳申込鱑必要鱬，対象鱴原則鱭鱜鱫電気通信事業法鱬定鲆鲐指定機関鱰限鲎鲑鲐。�
�

（6） 鲯鲱鲾鳘鱑停⽌鱜鱤場合鱳対策�
⚪ 電⼒供給停⽌鱯鱮鱰鲍鲏鲭鱅鳈等鱑鲸鲞鳫鱜鱤場合鱴⼿書鱒鱰鲍鲐事務処理鲗⾏鱋。�
⚪ PC，鲭鱅鳈，重要書類鱯鱮鱴，浸⽔鱳鱏鱢鲑鱳鱯鱉場所鱰保管鱜鱫鱏鱔（上階鲉分散保管鱯鱮）。BCP 鱢鱳鲇鱳鲇重要書類鱭鱜鱫

保管鱞鲐必要鱑鱇鲐。�
⚪ PC，鲭鱅鳈鱳鲿鱅鲷鱴，定期的鱰鳈鲻鲧鲚鲻鳏鲗鱭鱨鱫鱏鱔。�
⚪ 鱉鱛鱭鱉鱋鱭鱒鱰持鱦出鱞重要書類鲗決鲆鱫鱏鱔。�

�
（7） 衛⽣⾯（鳀鲜鳤等）鱳対策�

1 鳀鲜鳤対策�
【利⽤者】�
・� 電気・⽔道鱑⽌鲃鱨鱤場合，速鲉鱐鱰簡易鳀鲜鳤鲗所定鱳箇所鱰設置鱜，鱢鱦鲎鲗使⽤鱞鲐鲍鱋案内鲗鱞鲐。�
� � （案内鱑遅鲑鲐鱭，汚物鱑鱇鱺鲑鱫処理業務鱑発⽣鱞鲐鱤鲆）�
・� 排泄物鲉使⽤済鲄鱳鲢鳘鲼鱯鱮鲗衛⽣⾯鱰配慮鱜，⼀時的鱰保管鱞鲐場所鲗決鲆鱫鱏鱔。�
・� 消臭固化材鲗汚物鱰使⽤鱞鲐鱭，「燃鱍鲐鱙鲄」鱭鱜鱫処理鱑可能。�
・� 鱉鱩鲇鱭違鱋⾮⽇常鱰慣鲑鱫鲇鲎鱋鱤鲆鱰，訓練鱯鱮鲗通鱝鱫平常時鱐鲎使鱉捨鱫鳀鲜鳤等鱳体験鲗⾏鱋鱘鱭鲇検討鱞鲐。�
【職員】�
・� 職員鱳鳀鲜鳤鱳対策鱭鱜鱫鱴，簡易鳀鲜鳤鲗所定鱳場所鱰設置鱜，鱢鱦鲎鲗使⽤鱞鲐鲍鱋案内鲗鱞鲐。�
・� ⼥性職員鱳鱤鲆鱰⽣理⽤品鱯鱮鲗備蓄鱜鱫鱏鱔鱘鱭鲇必要。�
�

2 汚物対策�
・� 排泄物鱯鱮鱴，鳋鳃鱅鳣袋鱯鱮鱰⼊鲑鱫密閉鱜，利⽤者鱳出⼊鲏鱳無鱉空間鱽，衛⽣⾯鱰留意鱜鱫隔離，保管鱜鱫鱏鱔。�
� � 敷地内鱰埋鲆鲐鱳鱴，⽳掘鲏業務鲉後鱰消毒鱞鲐必要鱑⽣鱝鲐鱤鲆，留意鱞鲐。�
� � 保管場所：駐⾞場鱳隅（鱘鱔鱻），鲫鳫鲾鳂裏（鱴鲉鱭），⽤⽔路側鱳畑鱳隅（⼼和）�

�
�

（8） 必要品鱳備蓄�
・� 被災時鱰必要鱯備品鱴鳢鲱鳀鱰整理鱜，計画的鱰備蓄鱞鲐。定期的鱰鳢鲱鳀鲗⾒直鱞。�
・� ⾏政⽀援開始鱳⽬安鱬鱇鲐被災後３⽇⽬鲃鱬，⾃⼒鱬業務継続鱞鲐鱤鲆鱳備蓄鱑必要。�
・� 備蓄品鱰鲍鱨鱫鱴，賞味期限鲉使⽤期限鱑鱇鲐鱤鲆，鳙鳫鲾鳂鳫鲱担当者鱴買鱉替鱍鲐等鱳鳙鳫鲾鳂鳫鲱鲗⾏鱋。�
・� 「防災⾷鱳⽇」鲗決鲆鱫試⾷鱜防災⾷鱰慣鲑鱫鲇鲎鱋機会鲗鱩鱔鲐検討鱞鲐。「鳥鱅鳢鳫鲨鲱鳀鲻鲧」鱭鱜鱫，古鱉鲇鱳鱐鲎消費�
鱜，消費鱜鱤分鱴新鱜鱔備蓄鱞鲐。�

�
�
�



（9） 資⾦⼿当�
・� 災害時鱰備鱍鱤資⾦⼿当（⽕災保険鱰地震，⽔害鱰補償鱑付鱉鱫鱉鲐鱐）�
・� 緊急時鱰備鱍鱤⼿元資⾦（現⾦）鱳準備�

�
�
３.� 緊急時鱳対応�
（1） BCP発動基準�

【地震】�
・� 本書鱰定鲆鲐緊急時体制鱴，霧島市周辺鱰鱏鱉鱫，震度５強以上鱳地震鱑発⽣鱜鱤鱭鱒鱰発動鱞鲐。�
【⽔害】�
・� 警戒鳤鳑鳣３以上鱳気象庁鱳⼤⾬・洪⽔・⾼波注意報鱑発令鱜鱤場合鱰発動鱞鲐。�
・� ⿅児島県鱰⼤型台⾵鱳直撃鱑⾒込鲃鲑鲐場合鱰発動鱞鲐。�
�
※� 統括責任者鱑不在鱳場合鱳代替者�

総括責任者 代替者① 代替者② 

瀨戸口 大翼 上井 有加 冨田 奈央 

�
（2） ⾏動基準�

災害発⽣時鱳⾏動指針鱴次鱳鱭鱏鲏鱭鱞鲐。�
1 � ⾃⾝鱏鲍鱸利⽤者鱳安全確保�
2 � ⼆次災害鱽鱳対策（⽕災，建物倒壊鱯鱮）�
3 � 法人内施設間の連携と外部機関との連携�
4  情報発信�
�

平常時 
日常点検 訓練 / 見直し 

情報収集 情報共有 

直後 
命を守る行動 

（安全確保，避難） 

当日 
二次災害対応 

（避難場所の確保等） 

体制確保後 
生活困窮者の支援（最低限のサービス） 

事業順次再開 

体制回復後 通常営業，通常業務 

完全復旧後 

（平常移行） 

評価 / 反省 / 見直し 

備蓄品補充等 

情報収集 

支援体制確保（人員，物

資等） 

情報共有 

連携 

・ 施設・事業所間連

携 

・ 行政連携 

・ 取引先協力依頼 

・ 他法人連携 

情報発信 

・ 利用者家族安否情

報 

・ 施設・事業所情報 



�
（3） 対応体制�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
（4） 対応拠点�
1 鱴鲉鱭太陽鱳⼦�
2 ⼼和鱳郷�
3 鱘鱔鱻太陽鱳⼦�

�
（5） 安否確認�

1 利⽤者�
・� 管理者鱴利⽤者鱳安否確認鲗速鲉鱐鱰⾏鱋。�
・� 各鲨鳣鱅鳏鱳代表職員鱴利⽤者鱳安否確認鲗⾏鱉，管理者鱽報告鱞鲐。�

2 職員�
・� 管理者鱴職員鱳安否確認鲗速鲉鱐鱰⾏鱋。�
・� 職員鱳安否確認鱴利⽤者鱳安否確認鱭鱇鲔鱠鱫各鲨鳣鱅鳏鱳代表職員鱑点呼鲗⾏鱉，管理者鱰報告鱞鲐。�
・� ⾃宅等鱬被災鱜鱤場合（⾃地域鱬震度５強以上）鱴，①電話，②鳙鱅鳣鲉SNS，③災害⽤伝⾔鲸鲜鳜鳣鱬管理者鱰⾃⾝鱳安否�
情報鲗報告鱞鲐。鲃鱤，家族鱑無事鱐鱮鱋鱐，出勤可否鲇鱇鲔鱠鱫報告鱞鲐。�

�
�
�
�
�
�

【地震防災活動隊】 隊長 = 管理者等 地震災害応急対策の実施全般について一切の指揮を行う。 

【情報班】 
行政と連絡をとり，正確な情報の入手に努めるとともに適切な指示を仰ぎ，隊長に報告するとともに，利用者家族へ利用者の状況を連絡する。活動記録をとる。 
 
【消化班】 
地震発生直後直ちに火元の点検，ガス漏れの有無の確認などを行い，発火の防止に万全を期するとともに，発火の際には消化に努める。 
【応急物資班】 
食料，飲料水などの確保に努めるとともに，炊きだしや飲料水の配布を行う 

【安全指導班】 
利用者の安全確認，施設設備の損傷を確認し報告する。隊長の指示がある場合は利用者の避難誘導を行う。家族への引き継ぎを行う。 
【地域班】 
地域住民や近隣の福祉施設と共同した救護活動，ボランティア受け入れ体制の整備・対応を行う。 



（6） 職員鱳参集基準�
【初動職員】�
対象職員：管理者，徒歩出勤鱑可能鱯職員�
※�参集鱞鲐鱐判断鱰迷鱋場合鱴参集鱜鱯鱔鱫鲍鱉。�
【鱢鱳他鱳職員】�
管理者鱳指⽰鱰従鱉，求鲆鱑鱇鱨鱤場合�
�
○�下記鱰該当鱞鲐場合鱴，参集基準鱰該当鱞鲐場合鱰鱏鱉鱫鲇，原則，参集鱳対象外鱭鱞鲐。�
� � ・� ⾃宅鱑被災鱜鱤場合�
� � ・� ⾃⾝鲃鱤鱴家族鱑負傷鱜，治療等鱑必要鱯場合�
�

�
（7） 施設内外鱬鱳避難場所・避難⽅法�

1 施設内�
・鱘鱔鱻太陽鱳⼦：敷地内駐⾞場�
・鱴鲉鱭太陽鱳⼦：敷地内駐⾞場�
・⼼和鱳郷� � � ：敷地内駐⾞場�

2 施設外�
・鱘鱔鱻太陽鱳⼦：国分南中学校�
・鱴鲉鱭太陽鱳⼦：①富隈公⺠館，②隼⼈体育館�
・⼼和鱳郷� � � ：鱉鱒鱉鱒交流鲳鳫鲷鱅�
※�送迎⽤⾞両鲃鱤鱴徒歩鱰鱫避難。職員鱳通勤⾞両鲇活⽤鱞鲐。�

�
�
（8） 重要業務鱳継続�

被災時鱳厳鱜鱉状況鱬鲇，利⽤者鱳⽣命・健康鲗維持鱞鲐鱤鲆鱰必鱟実施鱜鱯鱖鲑鱵鱯鲎鱯鱉最低限鱳業務鲗「重要業務」鱭鱜鱫継続
鲗⽬指鱞。�

経過 

目安 

発災後 

６時間 

発災後 

１日 

発災後 

３日 

発災後 

７日 

出勤率 ４０％ ４０％ ６０％ ８０％ 

在庫量 １００％ ８０％ ６０％ ５０％ 

ライフライン 停電，断水 停電，断水 断水 復旧 

業務基準 

利用者・職員の安全確

認，生命を守るための必

要最低限の支援。 

利用者・職員の安全を確

保しつつ，生命を守るた

めの必要最低限の支援。 

利用者の引き渡しが完了

している場合は一時閉

所。通常業務再開に向け

て施設内外の安全確認，

ほぼ通常通り 



○保護者連絡，○安全を

確保できる場合は保護者

への引き渡し，○排泄 

○保護者連絡，○安全を

確保できる場合は保護者

への引き渡し，○排泄 

破損箇所・修繕必要箇所

の把握，修理依頼，車両

点検等。 

食事 
必要最低限の食事を提供 

主に，非常食 
簡易食品，炊き出し 

各物資補充 ほぼ通常通り 水分補給 保存用飲用水準備 飲用水準備 

排泄 オムツ使用，清拭 
簡易トイレ，オムツ使用 

清拭 

送迎 休止 休止 休止 
送迎困難な家庭への 

送迎再開 

�
�

（9） 職員鱳管理（鲩鲚）�
� 場合鱰鲍鱨鱫鱴，職員鱴極限鱳状態鱬業務鲗続鱖鱯鱖鲑鱵鱯鲎鱯鱉鱘鱭鱑想定鱚鲑鲐。少鱜鱬鲇職員鱳負担鱑軽減鱬鱒鲐鲍鱋職員鱳休
息・宿泊場所鱳確保鲉利⽤者向鱖鱥鱖鱥鱴鱯鱔職員向鱖鱳備蓄鲗揃鱍鲐鱯鱮，職員鱰対鱞鲐準備鲇必要。�

1 � 休憩・宿泊場所�
○�鱘鱔鱻太陽鱳⼦：職員休憩室�
○�鱴鲉鱭太陽鱳⼦：事務所�
○�⼼和鱳郷� � � ：鳤鲱鳀鳡鳫�

2 � 勤務鲯鳍鳀�
� 徒歩出勤鱑可能鱯職員，管理者鱳求鲆鱑鱇鱨鱤場合，鱢鱳他出勤状況鱬鲯鳍鳀鲗割鲏振鲐�
�

（10） 復旧対応�
1 破損箇所鱳確認�
� 破損箇所鱳確認鱳鱤鲆鱰，被害鱳鱇鱨鱤箇所鱴写真鲗撮鲏，記録鱜鱫鱏鱔。�
� 修理鱑必要鱯箇所鱴，対策本部鱳鳓鳧鲜鳀鳔鱅鳁鱰記載鱜，担当者，期限鲗明記鱞鲐。�

2 関係機関連絡先⼀覧鱳整理�
� 関係機関鱳連絡先鲗⼀覧化鱜，⾮常時鱳連絡先鲗確認鱜鱫鱏鱔鱯鱮，円滑鱰復旧作業鲗依頼鱬鱒鲐鲍鱋鱰準備鱜鱫鱏鱔。�
� 連絡鳢鲱鳀�

3 情報発信�
� 公表鱳鲷鲜鳗鳫鲨，範囲，内容，⽅法鱰鱩鱉鱫鱴管理者等会議鱬決定鱞鲐。�
� ⾵評被害鲗招鱔恐鲑鲇鱇鲐鱤鲆，広報・情報班鱑，⼀元的鱰丁寧鱯対応鲉説明鲗⾏鱋。�

�
�
�
�



4. � 他施設鱭鱳連携�
1 連携体制鱳構築�
1 連携先鱭鱳協議�
○�放課後等鲿鲜鲭鱅鳋鲱�鱘鱔鱻太陽鱳⼦�

� � � � � � � � 霧島市国分字⼤丸1-3�0995-45-0801�
○�放課後等鲿鲜鲭鱅鳋鲱�鱴鲉鱭太陽鱳⼦�
� � 霧島市隼⼈町真孝149-1�0995-73-6892�
○�指定障害福祉鲭鱅鳋鲱事業所�⼼和鱳郷�
� � 霧島市国分剣之宇都町179−1�0995-73-8863�

2 連携協定書鱳締結�
� 同法⼈鱳鱤鲆締結書鱴鱯鱜。�

3 地域鳅鲻鳀鳧鱅鲧等鱳構築・参画�
� 今後，連携鱬鱒鲐法⼈・施設鲗拡⼤鱜鱫鱉鱔。�

2 連携対応�
1 事前準備�
○�事業所間連携�
� ・防災会議・相互交流�

2 利⽤者情報鱳整理�
避難先施設鱬鲇適切鱯鲩鲚鲗受鱖鲐鱘鱭鱑鱬鱒鲐鲍鱋，最低限必要鱯利⽤者情報鲗『利⽤者鲣鱅鳁』等鱰鱇鲎鱐鱝鲆鲃鱭鲆鱫鱏鱔。�

3 共同訓練�
年鱰⼀度，連携先鱭共同訓練鲗⾏鱋。�

�
5. 地域鱭鱳連携�
（1） 被災時鱳職員鱳派遣（災害福祉⽀援鳅鲻鳀鳧鱅鲧鱽鱳参画鲉災害派遣福祉鲹鱅鳘鱽鱳職員登録）�

地域鱳災害福祉⽀援鳅鲻鳀鳧鱅鲧鱳協議内容等鱰鱩鱉鱫確認鱜，災害派遣鲹鱅鳘鱳鲹鱅鳘員鱭鱜鱫鱳登録鲗災害対策委員会鱬検討鱞鲐。�
（2） 福祉避難所鱳運営�
1 福祉避難所鱳指定�
『福祉避難所鱳確保・運営鲤鲜鳁鳡鲜鳫』鱳要件鲗基鱰，指定避難所鱭鱜鱫指定鱞鲐鱰⾄鲎鱯鱉鱑，災害時鱰緊急的鱰受鱖⼊鲑鲗要請
鱞鲐可能性鱑鱇鲐鱘鱭鱐鲎，指定状況鱰関鲔鲎鱟利⽤可能鱯施設鱳情報鱰鱩鱉鱫整備鱞鲐。�

2 福祉避難所開設鱳事前準備�
�

霧島市指定福祉避難所�
○�鱉鱒鱉鱒国分交流鲳鳫鲷鱅�
○�国分総合福祉鲳鳫鲷鱅�
○�隼⼈農村環境改善鲳鳫鲷鱅�
※�福祉避難所鱴⼤規模鱯災害鱑発⽣鱜鱤際鱰，必要鱰応鱝鱫解説鱚鲑鲐鲇鱳鱬鱇鲏，最初鱐鲎避難所鱭鱜鱫利⽤鱞鲐鱘鱭鱴鱬鱒鱯鱉
（霧島市HP鲍鲏）。�



�


